
教
音
大
生
（
右
）
と
一
緒
に
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
む
伊
吹
尚
子

さ
ん

芸
術
制
作
見
て
感
じ
て

富
沢
大
阪
の
夫
婦
ア
ト
リ
エ
公
開

【
岩
見
沢
】
プ
ロ
の
芸
術
家

に
市
内
は
滞
在
し
て
も
ら
い
、

制
作
過
程
を
市
民
に
公
開
す
る

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ジ
デ
ン
ス
イ
ン
岩
見
沢
」
が

2
5
日
か
ら
、
上
腕
地
区
集
会
所

棄
沢
町
壷
で
始
ま
っ
た
。

大
阪
の
画
家
伊
吹
拓
さ
ん
（
4
2
）

と
妻
の
陶
芸
家
尚
子
さ
ん
（
坐

が
、
長
男
の
音
君
（
9
）
に
手
伝

っ
て
も
ら
い
な
が
ら
8
月
1
2
日

ま
で
作
品
制
作
に
励
む
。
回
目

か
ら
3
1
日
ま
で
は
重
民
会
館
ま

な
み
1
る
（
9
西
4
）
で
展
示

会
を
開
く
。

イ
ベ
ン
ト
運
営
な
ど
は
関
わ

る
市
民
有
志
の
実
行
委
が
主

催
。
伊
吹
さ
ん
一
家
は
今
後
3

年
間
、
毎
年
2
週
間
穏
度
滞
在

す
る
。
制
作
風
景
の
見
学
は
自

由
で
、
創
作
中
の
伊
吹
さ
ん
、

尚
子
さ
ん
に
話
し
か
け
る
こ
と

も
で
き
る
。
道
教
大
岩
見
沢
枝

の
学
生
も
、
授
業
の
一
環
で
企

画
に
参
加
し
、
制
作
の
様
子
な

ど
を
記
録
し
て
会
員
制
交
流
サ

イ
ト
（
S
N
S
）
で
発
信
す
る
。

伊
吹
さ
ん
は
「
い
ろ
ん
な
人

と
会
話
で
き
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
」
、
尚
子
さ
ん
は
「
短

期
間
の
制
作
な
の
で
、
何
が
で

き
る
か
模
索
し
な
が
ら
や
っ
て

い
く
」
。
音
君
は
両
親
を
手
伝

っ
た
り
、
風
景
画
を
描
い
た
り

す
る
予
定
で
、
「
い
ろ
ん
な
所

に
行
っ
て
い
い
風
景
を
見
つ
け

た
い
」
と
話
し
た
。

制
作
現
場
の
公
開
は
、
8
月

5
日
ま
で
が
上
院
地
区
集
会

所
、
同
6
日
～
1
2
日
ま
で
が
ま

な
み
ー
る
展
示
童
で
、
い
ず
れ

も
午
前
日
時
～
午
後
4
時
。
7

暴
目
ま
で
は
国
語
体
験
も

で
き
る
。
入
場
無
料
。
問
い
合

わ
せ
は
実
行
委
の
中
野
婆
さ
ん

℡
0
9
0
・
7
0
5
7
．
9
5

9
4
へ
。

（
石
川
英
和
）


